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　図 3-1-2 で居住用途以外からの出火が 88 件（41.3％）で、このうち「飲食店」が 80 件

(90.9％) と最も多く、次いで「物品販売店舗等」が４件（4.5％）、「ホテル等」が３件（3.4％）、

「保育所」が１件（1.1％）となっています。

　最近５年間の天ぷら油火災 1,141 件のうち、出火時間が不明の６件を除いた 1,135 件の時

間別の火災状況をみたものが図 3-1-3 です。居住用途から出火した状況をみると、17 時～

18 時台で 100 件を超え、19 時～ 20 時台の時間帯には 148 件となりピークを迎えています。

深夜、早朝の時間帯をみると、１時～２時台、３時～４時台で居住用途以外からの出火件数

が居住用途からの出火件数を上回っています。これは深夜、早朝まで営業している飲食店な

どからの出火が多いことによるものです。

90.9%
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　天ぷら油火災は平成 19 年の 397 件から約半減の 213 件まで減少しています。大きく減少

した理由は様々ですが、ガステーブルや電磁調理器の安全性の強化が図られたことも天ぷら

油火災の減少の一因と推測されます。

　発火源がガステーブルの火災 83 件のうち、46 件（55.4％）が「過熱防止装置」の付いて

いるガステーブルで出火し、そのうち 45 件（97.8％）が「過熱防止装置」が付いていない側

のこんろを使用したため発生した火災となっています。「過熱防止装置」が付いているこん

ろで火災になる例としては、冷凍食材等が鍋底中央に接していた、調理油が少量で急加熱さ

れた、センサ部や鍋底に油かすが付着していたため、適正に温度検知ができなかったなどが

挙げられます。
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　近年は、天ぷら油火災に対応したエアゾール式簡易消火具が普及するなど女性や高齢者

にも扱いやすい小型の消火器具があります。専用住宅には消火器の設置義務はありません

が、一家に１つ用意しておくと万が一の火災の際に役立つかもしれません。
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　着火物が危険物類であった火災 97 件の出火要因別状況

を表したものが表 3-2-3 です。

　この表から、出火要因としては、「維持管理不適」が 33

件（34.0％）と最も多く、次いで「取扱方法不良」が 23

件（23.7％）、「火気の取扱不適」が７件（7.2％）、「取扱

位置不適」が４件（4.1％）などとなっています。

　「維持管理不適」の 33 件についてみると、車両から出

火したものが 24 件（72.7％）発生しており、７割を超え

ています。車両のエンジン潤滑油の維持管理不適により

エンジン内部が破損し漏れ出た潤滑油が排気管にかかり

出火したケースなどがあります。

　「取扱方法不良」の 23 件についてみると、作業場から

出火したものが、６件（26.1％）発生しており、３割近

くを占めています。また、石油ストーブ等から出火した

ものが７件（30.4％）となっており、３割を超えています。

　この火災は、飲食店１階の調理場から出火したものです。

　ガスフライヤから使用済みの動植物油を廃油缶に移した際、廃油缶上部のザルに溜

まっていた揚げかすが、余熱により時間の経過とともに酸化発熱が促進され、出火し

たものです。
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建物ぼや１棟　ジャケット 13 枚、ズボン 19 枚等焼損
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穴 開 け

　また、「ブタンガストーチバーナ」における火災状況については、「（3）　ブタンガストーチバー

ナにおける火災」で取り上げています。

注　（　）内の数値はブタンガストーチバーナの件数を内数で示したものです。
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穴 開 け

⑶

　この火災は、複合用途建物の３階飲食店から出火したものです。

　出火原因は、店舗従業員がカセットこんろのボンベを交換する際、接続不良によりボンベ

接続部からガスが漏えいしたことに気付かずに点火したため、点火した火花が漏えいしたガ

スに引火し出火したものです。

　利用客が、カセットこんろから炎が上がり騒いでいたので、店長が確認すると、炎が上がって

いるのを発見したので、火災だと思い、自分の携帯電話で 119 番通報しました。

90
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建物用途別の発生状況
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コンプレッサー始動用に使用さ

れている始動リレー内のＰＴＣ

素子が品質ばらつき等により発

熱故障し、始動リレー内部で発

煙・焼損する恐れがあるため。

基板

　社告品等から出火した火災 22 件のうち、

電気設備機器から出火した火災は 21 件

（95.5％）で、前年と比べて２件増加して

います（表 3-5-2 参照）。

　内訳は、「コンピュータ（本体・外付け

機器含む）」が３件（14.3％）、「モバイル

バッテリ」、「蛍光灯スタンド」、「インター

ホン」、「冷暖房機」が各２件（9.5％）な

どとなっており、リチウムイオン電池関

連でみると、「コンピュータ（本体・外付

け機器含む）」、「モバイルバッテリ」、「無

線機」並びに「電動アシスト付自転車」

の計７件（33.3％）で３割以上を占めて

います（図 3-5-1 参照）。
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